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★争和覇年度を振 轡i鍾って馨儀装、大きな轟来事として
参菫攀黄繭曇こまって、ひ鯉 輪畿颯1避1轟:道が1還!去襲無諄鶴

難礫Åきなな害を受けれミとだ饉i緑攀進ξ量薇卜睡 轟轟

は難ダム鐘鰹ま響、量れが見ら轟な警ヽ警繭
l亀

斃藤え華
★この為、例年通響鋳作業は鐘叢ず、活動‐‐―の中心事ま管理

道路沿えとなった。実:逸 した主な作業は、管理還雛鉢

お響
‐
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51畿締遜i豫・らS字 トン奪簾・転曲け、:卜:l躊最こ難黒

下が機鑽掌時i難曜、馬麹わからピオ トープに勝鐵絣ぶ
晰鶴 蔓畿徊1畿作業:で≪`礼ぎ重:聰織:鍾了笏心となっ風難

★そのi他、ネイチャーセンター同1国とくぬぎ広:難的赤:縫

の機損本の処理を実施狼亀

★大雨被害の復田作業時期は不明なので、令和
6年度の保全作業も前年とほぼ同じと予想さ
れる。問伐作業は馬力神の後半分・籟歯【、かたつ

むり植樹地の2回日の聞伐が中心と思われる。
★除草作業は、石の池やどんぐりの森及びおむす

び池植樹地と堂平ルー トの遊歩道などが中心
になると予想される。

★保全活動の作業は会員高齢化や参加人数の減
少で2、 3国に分けての実性が多くなったが、
集まって談笑も交じえて作業をすることでそ
れなりの交流を楽しんでいる。
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3月 12渾
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・ おむすび池バイバスのビオ トープ機斜itttま平成 15年 :こ

纏:織を実施iした瀑
=、
土壌1鳶

菫理甕 たヽめ根付が悪い。
・ モこでこ鍮斜繭ここ曇0ま晰支え鍮資を立て藤 本量こ穴を

鑢膵、まず軋4轟本屹番持ち颯蔵本書:雄え鶴講甕だ黎

轟轟鏡畿饉
 ヽ  `1

'|ヽ

4翔 18轟
〔野筑 )

Ⅲ穆むす
・
抒i臨ノ電ぱ蒸ス餞ピオ 証一プ絣鮮繭量こ糠:繊蟹:室難臨

蓮彊の斜面 :こ亀:麟本が育つよう工夫した。
・ 雑‐極の根本 :こ嬢参え穴驚二鮮業土≧共意こ菫本を植付税 初期

鍮殺階で畿‐実毒こ畿紺くよつ蟻籍 し続‐霧けた.
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・ ≪姦ぎ.広鶴鍮管理遵鑑‐畿え鸞鶴れ輸の健理を実施した驀
量醸本i近鴎ヽ難がな暑理.鍮まり、鐘摩‐軋星こ鍵鯉奎実畿予定塁

摯くみぎ広場彎‐に鋼れると処理に手構を要し、歩選靭は歩行
者
=危

険が及ぶため、縄壊繭lこ処理する計画.
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・ ピオ トープの ミズバシ重軸麟護搬内言こ大!郡時堆,猿iした土石
望≫雛難鮮:業を実施 はた養

ⅢÅ手が多酸ヽと,鮮業:亀i進むと考え、23籐崚量機1作業を上覆

1辮毒‐作業ここ壼て、撃:聰警1距を滲ったざまだ残った。
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4月 23藝
逢量達麗》

・ ビオ トープ内 tこ大繭:時に堆積 した土石の排出作業を実施ふ
霧麗か野草班で実1旗した瀑童、手数が必要で今難鐘量観作業
で壺鰺臨:まだ燥ユなり土石が鑑寺てお り2、 議騨鐘轟要だ。

攣鷲眩:購韮酪舎徊を見て、璽事二哺酵斥作業を計y電~暴‐要轟警.

★ 3躍 5藝 《火》、少 し:甕:れ

ま警壼琵i鰺:豊 シジュウルテ
脩:難蝙纂.けを賞畿したく:

ネイチャー七球一爾 準、響 カート

及び管理進路:結夢鍛 3班
:こ分かれて実施 した。

★昨年作った,纂轟:■ 8録
と白い時はな

を輻:i難 し豊攀:

で約 80個。
★古い巣籍では

約半分ここ沖 'ニ

弾ラ鉾巣作 惨鍮痕:鶴iが確

:認:できた姜

やまぐt10丘保全作繁

轟 7爾、

≪鶴□政:鰹作業を褒貶ょ

鰤§ま宦置:経輻鶉瀑轟経M、

危険な

状態で
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|」蔵難蹴ャメレ鷺二鰊曇二:沐飩ベン
: テ鸞%を無鯛改1難した。

結鰤 重騨 ‡鍛:絃盗作

業を実‐施した難
士漂i本は、馬力神付近の

間‐犠材で断講、線香林

で真直ぐで櫨菫作業

鶴肇だった機.

★録又した願ホ鐘ケヤ

キi鍮機本に
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頂上を

望むに
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シイタケの植 菌 1令
和 6年度総会開催

|

写百万τ百轟憂轟藤
「総会は、議鍮ため予

定藤轟頭≫毅塞爆ゝ義襲

地集会所で麗維。
★現在、会員総数 24名

中 21蓬参熱の下、
5年度実績と義年度

書繭 が豊彙一致の

下、承認された。

■/2

シジ凛十又鸞曇難鐵鰺貯



ミズナラ鋳「すラ描れ聾

★市で
'畿

えまと云歳撥れるミズナテ数.参よど轡越え
織とこ蝙量二重‡錢 晰:A本 となって昨たメ、量等:慇

:

前 1こ
yナテ摘ね」

.で
残念ながら処分された。

★ミズナラは、プナ科の落葉高本で、ヨナラ:こ対し

てオオナラとも呼ばれる。名前の曲来は、ナラ鉾

伸聞だが本分を多く含率燃え:こ くいこと:こよる

と正轟灘:彗慾る礫
★コまテより鶴i馘卜伝裁又≪麺需鐘 重轟理…鸞理患赦ど

になると云われ、中:こ :ま 351nに達するものもあ

るようだ。葉も7～20c mの長権円形でコナラ

より輪:郵1鍮ギザギザが大きい鐵:「趣:戦士なる。
★助 Jま ま曲の―鐘‐続はコすラや管ヌギが中心な輸でミ

ズナラ亀楽し難るよ蟄嚢 b主 簸ゝ鶴勒だ姜

★ ミズナラの犠讃舌:こ向け」嚇弯≒卜ら活動が1駈事こ鑢まっ

て賠ヽ暮癬会員鍛本鑢基んかÅ購曲で発芽鍮蟻まって

しヽるミズナラの 言ンダジを多:敷:拾つてきて、森鬱教:

室前の苗畑に蒔いている輸で、早く芽が出てくれる
の待ちたい。

★轟彙菫こ:ま、藪 :こ ミズナテ尋轟も育てていたが、今の

戦:難鐵蓮 鈴苗≧鍮区鰤 糞結き難いようになって
警Lるた轟誇 国銀難芽亀禰瀑塾ら工夫してコナラやク

ヌギと区別 して管理 し、移植出来る大きさまで育て

上:デたいものだ。
★植えられる状態まで伸びたら、石の池北側1母斜面

など呈こ移植する計画で、池端のベンチ‡こ腰掛け、
ミズ子ラ義戴長を楽 しみた警ヽも鍛だ。

障幽型整塑型国
☆季節の野草便 リ

今年 1ま温かくなる時菫がやや遅くなった感 じが

あり、早春量こ咲く草菰亀耀年よ醤少 し季節が進ん

で浄襲祭見いれた気がす轟。また、事お攀鑽は昨年

な る

パ トロールだより

☆季節の機本優 リ

今年は、ヤマザクラのM化がオオシマザクテ晏こ

間を置ルヽず :こ嵯峰 ≧云予Å鶴多晦 気震が低む鷺

日々が続iき 、温かくなるのが例年 :こ比べやや遅く

なった
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◆R6/1、青葉台団地在住の高齢男性が助∫:l幽 :こ向

かい行方不明≧なって肇ヽる。ご家族や警察関係者

含繰職 数画捜索を罐 したが、泰だ手1掛ルヽ 準を撥め

ていない。パ トロール時 :こまま周辺 ]こも爾を
'配

iり 、不

明者の痕跡有無の確認もお願いした。

◆昨年の台風襲来後、ひねり沢周辺 |ま立入 り禁止とし

て酸ヽるが、購 入者」‡ま絶えず良く見かられる。

躍鰺
‐

・繊た場合は、震[ま安全か1鑽轟轟叢ていないこと

をi説鰹し、立入り禁止:こ協力をお願しヽして欲ししヽ。

●颯本や折れ枝が増えて来てお り、パ トロール時には

歩行者に危険が及ばないように対応願います。

◆ 4燿 下旬きこ市役所で一課の計ナラ措れ』被害 :ままだ

難攣ているはずな輸で、見つけた際 :ま『黄色テープ聾

で嚢稗 墓、作業時 :こは役員他に達籍'戴きたしt悪 し`

ます建

担当 :(梶川 )

令和 6年度のパ トロール計画と実施 日数

躍 準 5 轟
”√ 零 争 豊攀 li 12 2 3

計画 2 4 3 2 2 2

実施 2
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◆森の教室前の広場にケヤキが数本移植 されているsミ鍮ケヤ
キは移植当初、倒本防止のため、かなり太いフイヤー数本で支
えているが、これが長年移植当時のまま維持されて警ヽるため

幹 :こ食しヽ込んでお り、見た日:こ は大変痛々しい。
◆最近、ミ器ステーのフイヤーをケヤキに傷付けず量こ鰯とルヽ1外

せな肇ヽかな睡馨こなっている。皆で知恵を出し外 した肇亀魃錦肇

編集後驚
◆最近、灯鑢で軸萎き渉菫暑よとんだ轟叢なく

なり、会員各位にパ トロールなどで回っ

た序に野草などの写真を撮 り、提供 して

貰い何とか紙面を纏めることが出来た。

◆ピオ トープは昨年の大雨で土砂が堆積
したが、土砂を手作業で排出した結果、
ミズ′くショクが咲しヽて呉れた。
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ミズナラの復活計画

秋の大爾で上砂に理 もれ、どうな る

ところだがニリンソウやユリフ

サピなどは1霧:時 も鍛場11所で観察
できた黎スミレ類鐘費 じ遅醸ゝ豫ゝ
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